
岡山 ESDプロジェクトの概要について 

 

 

１．名称： 

岡山 ESDプロジェクト 

 

２．推進主体： 

岡山 ESD推進協議会 

 国連大学が提唱した「ESD推進の地域拠点（RCE）」構想に基づき、岡山地域の特性に応じた

ESD 推進に向けて 2005 年 4 月に設立された 。市民団体、NPO、学校、大学、企業、行政等

の機関から成り、事務局は岡山市市民協働局 ESD推進課が担っている。 

 参加団体の数は、設立当初の 20団体から 259団体に増加している（2016年 8月現在）。 

 

３．特徴等： 

 岡山 ESD推進協議会は、様々な団体・組織が連携して地域全体で効果的に ESDを推進してい

くために「岡山 ESD プロジェクト基本構想」を策定し、活動を促進している。 

 対象地域は、岡山市を中心とした地域で、環境保全や国際理解、防災、伝統文化の継承など環

境・経済・社会に係わる幅広い分野で活動が行われている。岡山市域は 2005 年 6 月に世界初

の 7つの RCEの 1つに認定された。 

 2005 年以降の取組を通じて、公民館やユネスコスクールをはじめとする学校を拠点とした地

域コミュニティにおける取組や、多様なステークホルダーの協働、行政や大学の継続的な支援

等の仕組みづくり（「岡山モデル」）が進んでいる。岡山市は協議会の参加団体の一つとして、

「持続可能な開発のための教育の推進に関する条例」等に則り、自治体全体で ESD を推進し

ている（ホール・シティ・アプローチ）。 

 2015年以降は、10年間の成果と課題および持続可能な開発目標（SDGs）や ESDに関するグ

ローバル・アクション・プログラム（GAP）等国際的な動向を踏まえながら「岡山 ESD プロ

ジェクト 2015-2019基本構想」に沿って 8つの重点取組分野※を中心に ESDを推進している。 

※①持続可能な地域の姿の共有、②ユース・人材育成、③地域コミュニティ・公民館、④学校、⑤優良

事例の顕彰、⑥ESD活動の拡大、⑦企業の取組促進、⑧海外国内との連携 

 

４．関連サイト： 

 おかやま ESDなび http://www.okayama-tbox.jp/esd/  

 岡山 ESDプロジェクト HP  http://www.city.okayama.jp/esd/top.html  
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